
第２１６号

日高学区市民自治会　　広報ＨＩＴＡＫＡ（１）第216号

※この概要は日高支所管内の統計による

発 行 日 令 和 ６ 年 １  月 2 0  日

発 　 行 　 日 高 学 区 市 民 自 治 会

http://www.net1.jway.ne.jp/hitaka.com/

代　表　者　　 　

編集責任者

印　　　刷　   　　

９,３３５

２１,３０８

１０,３８８

１０,９２０

令和６年１月１日現在

世　帯　数　　

人　　　口

男　

女
志  賀  　 勝  弘

志  賀  　 勝  弘  

お  ぎ  つ  印  刷

令和６年１月20日

◇自治会の未来を考える◇

日  高  地  区  概  況

行 

事 

予 

定

過
ぎ
行
く
時
を
大
切
に

　
12
月
22
日
の
本
部
支
部
役
員

会
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

＊
わ
ら
細
工
教
室

＊
新
春
初
顔
合
わ
せ
会

＊
ふ
れ
あ
い
鳥
追
い
祭
り

＊
手
作
り
み
そ
教
室

＊
交
流
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー 

　
タ
ー
工
事
に
伴
う
施
設
一
部

　
使
用
不
可

日
高
学
区
市
民
自
治
会
　

○
再
生
資
源
拠
点
回
収

　
１
月
28
日
（
日
）

　
２
月
25
日
（
日
）

　
時
間
　
８
時
半
～
11
時
ま
で

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー

　
２
月
11
日
（
日
）

　
日
高
学
区
内
全
域

○
「
東
連
津
川
を
き
れ
い
に
す

　
る
会
」
の
清
掃
実
施

　
２
月
11
日
（
日
）
　

　
東
連
津
川
流
域
全
般

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
り
行
事
が
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

（
1
月
21
日
～
３
月
20
日
）

新年の賀詞交歓をする参加者

祝賀会で知事と記念撮影

志
賀
会
長

県
功
績
者
表
彰
に
輝
く

明
る
く
住
み
よ
い「
ま
ち
づ
く
り
」に

                   

新
春
初
顔
合
わ
せ

初笑い抽選会大賞を当選した
             太田康夫さんの万歳三唱

　
日
高
学
区
新
春
初
顔
合
わ
せ

会
が
１
月
６
日
、
日
高
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
勝
弘
市
民
自
治
会
会
長

の
「
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

新
年
早
々
に
石
川
県
の
方
面
に

大
き
な
地
震
が
発
生
し
、
被
害

を
受
け
て
い
る
方
々
を
思
う
と

胸
が
い
た
み
ま
す
。
昨
年
の
台

風
の
豪
雨
に
よ
り
日
高
地
区
で

も
災
害
が
発
生
し
、
心
の
準
備

や
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
緩
和
さ
れ
、

ま
ち
の
賑
わ
い
も
戻
っ
て
き
ま

し
た
が
、
高
齢
化
が
進
み
、
自

然
災
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
で
あ
る

町
内
会
の
縮
小
や
各
種
団
体
の

解
散
な
ど
が
見
ら
れ
、
地
域
の

福
祉
や
自
然
災
害
を
考
え
た
と

き
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

よ
り
一
層
の
結
束
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
行

政
に
よ
る
施
策
と
町
内
会
や
各

種
機
関
・
団
体
と
全
て
の
人
々

の
協
力
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

皆
で
意
見
を
出
し
合
い
結
束
す

る
意
識
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
何
が
大
切
で
、

何
が
必
要
か
を
皆
で
も
う
一
度

考
え
、
話
し
合
う
機
会
に
し
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
」
と
力
強

い
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

来
賓
の
松
本
正
生
日
立
市
保
健

福
祉
部
長
、
添
田
絹
代
地
元
市

議
、
途
中
で
駆
け
付
け
た
石
川

昭
政
衆
議
院
議
員
の
日
高
地
区

へ
の
思
い
の
こ
も
っ
た
挨
拶
を

頂
き
賀
詞
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
初
笑
い
抽
選
会
で
は
、
ふ
れ

あ
い
事
業
部
の
太
田
さ
ん
が
大

賞
に
当
選
し
万
歳
三
唱
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

 
初
笑
い
大
賞
を
引
き
当
て
た

太
田
さ
ん
と
参
加
者
の
み
な
さ

ん
に
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

・
太
田
康
夫
さ
ん(

73
歳)

「
地

域
の
皆
さ
ん
と
、
明
る
く
楽
し

い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
」

・
五
月
女
五
美
枝
さ
ん(

83
歳)

「
あ
ま
り
頑
張
ら
ず
自
然
体
に

過
ご
し
、
民
話
の
会
も
続
け
て

い
き
た
い
」

・
海
老
沢
清
さ
ん(

88
歳)

「
好

奇
心
を
持
ち
続
け
る
。
ご
み
の

落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
日
高

に
し
て
い
き
た
い
」

・
豊
田
清
明
さ
ん(

83
歳)

「
健

康
第
一
に
日
曜
大
工
で
い
ろ
い

ろ
な
物
を
作
り
た
い
」

・
見
城
美
智
子
さ
ん(

79
歳)

「
旧

友
と
の
親
交
を
再
開
し
た
い
」

・
前
野
房
三
さ
ん(

73
歳)

「
野

球
お
よ
び
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開

催
を
今
年
も
継
続
さ
せ
た
い
」

・
小
松
秀
男
さ
ん(

65
歳)

「
地

域
の
安
全
を
守
り
続
け
た
い
」

・
小
林
修
さ
ん(

71
歳)

「
ケ
ガ

を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
楽

し
く
走
り
た
い
」

・
佐
藤
弘
光
さ
ん(

59
歳)

「
健

康
第
一
に
写
真
撮
影
や
美
味
し

い
お
酒
を
楽
し
み
た
い
」

今
年
の
抱
負

　
茨
城
県
の
様
々
な
分
野
で
、

功
績
を
残
し
た
方
々
に
対
す
る

令
和
５
年
度
の
表
彰
式
が
昨
年

11
月
10
日
に
、
茨
城
県
庁
内
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
会
の
志
賀
勝
弘
会
長
は
、

多
年
に
わ
た
り
、
地
域
に
根
差

し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、
会
の
役
員
と

し
て
市
の
全
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
推
進
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
大
井
川
県
知
事
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
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飾りを取り付け完成です

門松づくりに取り組む面々

新
年
に
願
い
を
込
め
て

　
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
制
作

今
年
ま
た
健
康
願
い
て
沖
遠
く
昇
り
く
る
陽
に
両
の
手
合
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
絹
江

三
世
代
の
連
係
プ
レ
ー
恒
例
の
お
供
え
餅
を
八
組
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
白
梅

い
く
つ
も
の
祈
り
を
乗
せ
て
流
れ
星
澄
み
わ
た
る
冬
の
紺
碧
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
喜
美
子

自
が
夢
を
三
十
一
文
字
に
託
し
漕
ぐ
木
の
葉
の
舟
の
櫂
の
お
ぼ
ろ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
勝
子

　
日
髙
短
歌
会
は
40
年
の
長
い
歴
史

を
も
つ
。

　
冒
頭
の
短
歌
に
も
あ
る
が
、
た
っ

た
三
十
一
文
字
だ
が
、
情
景
や
詠
み

人
の
心
が
目
に
浮
か
び
共
感
で
き
る

正
に
語
呂
が
良
い
文
で
あ
る
。
月
に

一
度
の
活
動
で
は
、
前
月
に
歌
を
提

出
し
て
お
き
、
翌
月
の
活
動
日
に
評

価
を
も
ら
う
と
の
事
。
気
の
長
い
話

だ
が
急
い
で
は
良
い
歌

は
詠
め
な
い
の
だ
ろ
う
。

５
年
毎
に
短
歌
集
を
自

主
制
作
し
て
い
る
が
日

高
図
書
館
に
は
所
蔵
し

て
い
な
い
と
い
う
。
所

蔵
し
て
先
人
の
心
や
洗

練
さ
れ
た
歌
を
読
む
機

会
が
欲
し
い
と
思
っ
た
。

　
現
在
平
均
年
齢
70
歳
。
12
名
在
籍
。
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
で
す
が
、
特
に
男
性
が
少
な

い
の
で
募
集
中
と
の
事
。

　
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
一
時
～
四
時
く
ら

い
ま
で
講
師
を
招
い
て
勉
強
を
し
て
い
る
。

若
い
方
も
参
加
し
易
い
時
間
帯
な
の
で
日
本

文
化
の
美
し
さ
に
触
れ
る
豊
か
な
時
間
を
体

感
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

     

　
　
　
　
　
　
　
　
　 (

菊
池
理
可
子)

日高短歌会

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
恒
例
の

             

年
末
大
掃
除

支
部
役
員
改
選
の
準
備
を
　

　
２
月
末
ま
で
に
届
け
出

「
辰
」
の

　
出
来
栄
え
に
感
激

　
小
雨
模
様
の
12
月
16
日
、
交

流
セ
ン
タ
ー
恒
例
の
年
末
大
掃

除
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館
で
日
頃
練
習
を
し
て
い
る

日
高
中
学
校
の
男
女
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
員
や
、
各
種
の
サ
ー
ク
ル

活
動
を
し
て
い
る
地
域
住
民
な

ど
総
勢
90
名
を
超
え
る
地
域
住

民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
に
自
治
会
事
務
局

か
ら
掃
除
を
行
う
う
え
で
の
留

意
事
項
等
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
あ
と
参
加
者
は
交
流
セ
ン
タ

ー
建
物
内
部
の
各
部
屋
、
そ
し

て
裏
の
駐
車
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
、
持
ち
場
に
分
か
れ
て
大

掃
除
を
始
め
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
熱
心
な
掃
除
の
お

か
げ
で
当
初
の
予
定
よ
り
も
早

い
10
時
30
分
に
は
交
流
セ
ン
タ

ー
は
気
持
ち
良
い
ほ
ど
綺
麗
に

な
り
ま
し
た
。

　
帰
り
に
は
、
ま
だ
温
か
い
酒

饅
頭
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶

を
お
土
産
に
も
ら
っ
て
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

　
後
日
、
門
松
が
飾
ら
れ
、
い

つ
で
も
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
準

備
が
整
い
ま
し
た
。

　
毎
年
、
年
末
に
日
高
交
流
セ

ン
タ
ー
正
面
玄
関
に
飾
ら
れ
る

恒
例
の
、
ジ
ャ
ン
ボ
門
松
の
制

作
を
12
月
19
日
に
市
民
自
治
会

会
長
の
指
導
に
よ
り
６
名
の
有

志
で
行
い
ま
し
た
。
高
さ
約
2.5

ｍ
の
若
竹
３
本
を
荒
縄
で
規
定

回
数
に
一
纏
め
に
括
り
付
け
た

も
の
を
ポ
リ
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て

立
て
か
け
、
根
元
を
笹
・
松
・

荒
縄
の
密
巻
き
な
ど
で
装
飾
し

ま
す
。
南
天
、
千
両
、
梅
花
、

正
月
飾
り
な
ど
を
取
り
付
け
完

成
で
す
。
い
ろ
い
ろ
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
る
も
の
の
、
和
気
あ
い
あ

い
の
な
か
、
２
基
制
作
し
玄
関

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
辰
年
で
す
。
雲
を

突
き
破
っ
て
天
高
く
進
む
竜
の

ご
と
く
、
何
事
に
も
前
向
き
に

取
り
組
む
実
り
多
き
年
に
し
た

い
も
の
で
す
。
決
し
て
「
竜
頭

蛇
尾
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お

互
い
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

小　さ　な　輪小　さ　な　輪小　さ　な　輪 大 き　な　輪

皆さん、頑張って掃除をしましょう

中学生たちも力を合わせて側溝掃除

調理室もピカピカに労働の後には美味しい酒饅頭を

　
健
康
推
進
部
は
12
月
７
日
、

恒
例
の
折
り
紙
教
室
を
日
高
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
朝
日
正
子
さ
ん
を

講
師
に
お
迎
え
し
て
か
ら
14
年

が
経
ち
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
毎

年
、
来
年
の
干
支
が
折
れ
る
と

心
待
ち
に
し
て
お
り
、
今
回
も

19
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
の
干
支
は
辰
で
す
。

今
年
も
金
色
の
折
り
紙
が
用
意

さ
れ
、
最
初
に
頭
を
作
り
、
そ

の
後
は
胴
体
に
な
る
三
角
を
35

枚
折
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
辰
の

姿
に
な
る
よ
う
差
し
込
み
繋
げ

て
い
き
ま
し
た
。
思
い
通
り
に

い
か
ず
、
苦
心
し
て
い
た
方
も

い
ま
し
た
が
、
全
員
が
見
事
な

辰
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
折
り
紙
で
作
っ
た

と
は
思
え
な
い
出
来
栄
え
に
参

加
し
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
各
支
部
・
町
内
会
で
は
、
令

和
６
年
度
の
支
部
役
員
（
支
部

長
、
副
支
部
長
、
常
任
委
員
、

自
治
委
員
）
の
改
選
の
準
備
を

進
め
て
下
さ
い
。

　
支
部
長
は
任
期
が
２
年
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
支
部
内
で
よ

く
協
議
し
て
選
出
し
て
下
さ
い
。

そ
の
他
の
支
部
役
員
は
、
任
期

は
１
年
で
す
が
、
各
町
内
と
も

高
齢
者
な
ど
に
は
配
慮
し
た
う

え
で
の
輪
番
制
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
２
月
５
日
の
市
民
自
治
会
役

員
会
で
詳
細
を
説
明
し
、
改
め

て
新
役
員
選
出
の
お
願
い
を
し

ま
す
。
現
支
部
長
に
は
、
２
月

末
日
ま
で
に
、
新
役
員
の
名
簿

を
ま
と
め
、
市
民
自
治
会
事
務

局
ま
で
届
け
て
頂
き
ま
す
。

（
令
和
五
年
日
立
市
民
短
歌
大
会
文
化
協
会
会
長
賞
）

飛躍の辰年になれ！
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原子力災害伝承館での研修を終えて

家族に美味しい味噌を

新年を祝う参拝者たち

「ロイヤルサロン小木津山」での活動の様子

子どもの声も賑やかに

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
取
り
付
け
工
事
に
伴

い
、
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

活
動
し
て
い
る
福
祉
事
業
は
、

１
月
～
３
月
ま
で
会
場
変
更
な

ど
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」

第
２
・
第
４
水
曜
日
、
10
時
～

宿
東
集
会
所

「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」

第
２
・
第
４
火
曜
日
、
13
時
～

宿
東
集
会
所

「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

中
止
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
不

安
や
相
談
な
ど
、
日
立
市
の
担

当
課
へ
つ
な
ぐ
役
割
は
引
き
続

き
担
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
日
高
交
流
セ
ン

タ
ー
内
社
会
福
祉
委
員
会

　
　
　
　
　
43
―
１
２
５
０

　　

（25）（25）（25）

澳
津
説
神
社

　
去
る
12
月
23
日
の
午
後
に
日

高
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
自
治
会

健
康
推
進
部
主
催
の
味
噌
作
り

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
百
年
塾
市
民
教
授
の
蛭
田

三
男
さ
ん
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
の
関
係
で

例
年
よ
り
も
前
倒
し
し
て
の
実

施
で
し
た
。
39
名
の
参
加
者
は

皆
で
協
力
し
て
、
味
噌
作
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

美
味
し
い
味
噌
は

手
作
り
で

福
祉
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
社
会

福
祉
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
等

が
近
所
の
集
会
所
に
気
軽
に
集

え
る
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
称
、

お
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
、
日
高
学
区

の
高
齢
者
等
2
0
5
名

が
会
員
登
録
し
楽
し
く

活
動
し
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
12
月
21
日
に
は
、
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
令

和
６
年
度
の
事
業
計
画

書
作
成
の
た
め
に
、
西

町
、
西
本
宿
、
東
本
宿
、

安
良
宿
西
、安
良
宿
東
、

松
ヶ
丘
、
静
原
、
小
木

津
浜
の
代
表
者
が
参
加

し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

情
報
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
会
議
で
は
、
各
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
活
動
の
様
子
、

会
員
数
減
少
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
担
い
手
不
足
、
昨

今
の
物
価
高
に
よ
る
活
動
費
増

額
の
要
望
な
ど
が
話
題
に
上
が

り
ま
し
た
。

　
特
に
「
高
齢
者
は
皆
で
一
緒

に
体
を
動
か
し
取
り
組
む
よ
う

な
活
動
が
楽
し
め
て
い
る
よ
う

だ
」
と
の
意
見
は
、
参
加
者
全

員
が
納
得
し
ま
し
た
。

　
日
高
学
区
の
各
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
は
、
脳
ト
レ
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
、
介
護
や
健
康

に
関
す
る
講
演
会
、
バ
ス
研
修

旅
行
、
運
動
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
を
実
施
し
、
各
々
が
工

夫
を
凝
ら
し
た
、
特
色
あ
る
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
各
サ
ロ
ン
の
代
表
者
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
、
会
員

の
笑
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

令
和
６
年
度
の
活
動
計
画
を
立

て
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
情
報
交
換
会
で

　
　
　
「
よ
り
楽
し
い
活
動
を
考
え
る
」　
　

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
主
催

の
研
修
旅
行
を
11
月
25
日
に
32

名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

本
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
で
4
年
ぶ

り
の
開
催
で
す
。

　
今
年
研
修
先
は
、
福
島
県
双

葉
町
の
「
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
伝
承
館
」
で
す
。

　
平
穏
な
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ

た
地
震
と
津
波
、
原
発
事
故
、

複
合
災
害
の
始
ま
り
を
克
明
に

伝
え
て
い
ま
し
た
。
錯
綜
す
る

情
報
、
事
故
発
生
直
後
の
状
況
、

避
難
状
況
な
ど
、
ま
た
、
複
合

災
害
に
よ
る
県
民
の
想
い
を
発

信
し
て
い
る
こ
と
、
長
期
化
す

る
除
染
、
風
評
の
払
拭
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
課
題
の
多
い
こ
と
な

ど
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
研
修
後
は
、
参
加
者
相
互
の

親
睦
で
す
。
昼
食
の
あ
と
、
小

名
浜
で
の
水
族
館
見
学
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と

福
島
原
発
事
故
に
学
ぶ

　
　
　
自
治
会
研
修
旅
行

　
陸
前
浜
街
道
の
常
磐
線
踏
切

を
小
木
津
浜
に
数
百
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
進
む
と
、
右
手
に
こ
ん

も
り
と
し
た
森
が
見
え
る
の
が

澳
津
説
神
社
で
あ
る
。

　
境
内
は
木
々
に
覆
わ
れ
、
朱

色
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
神
聖
な

空
気
に
包
ま
れ
る
。

　
さ
ら
に
参
道
を
進
む
と
急
に

視
界
が
開
け
、
目
前
に
本
殿
と
、

祖
霊
社
が
姿
を
現
す
。

　
普
段
は
ひ
っ
そ
り
と
し
た
佇

ま
い
の
境
内
で
あ
る
が
、
正
月

に
は
、
新
年
を
祝
う
参
拝
客
、

そ
し
て
お
盆
に
は
祖
先
の
供
養

に
祭
標
を
も
ら
い
に
来
る
地
域

住
民
で
賑
わ
い
、
地
元
の
神
道

信
仰
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

　
日
高
郵
便
局
前
の
参
道
を
百

メ
ー
ト
ル
程
歩
く
と
、
樹
齢
３

０
０
年
以
上
と
思
わ
れ
る
ご
神

木
と
共
に
、
澳
津
説
神
社
が
鎮

座
す
る
。
こ
の
神
社
は
、
天
文

十
三
年
（
1
5
4
4
年
）
村
内
の

権
現
山
に
創
立
、
万
治
元
年
に

御
立
山
と
呼
ば
れ
た
今
の
地
に

移
っ
た
。
元
禄
七
年
（
一
六
九

四
）
藩
主
水
戸
光
圀
の
命
に
よ

り
、一
村
の
総
鎮
守
と
な
っ
た
。

　
澳
津
説
神
社
の
旧
称
が
稲
荷

大
明
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
も
「
正
一
位
稲
荷
大
明
神
」

の
号
札
が
か
か
げ
ら
れ
、
拝
殿

に
は
二
匹
の
白
狐
が
配
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
貴
重
な
大
絵
馬

や
、
三
十
六
歌
仙
と
思
わ
れ
る

古
い
絵
画
が
あ
る
。
九
六
七
坪

の
境
内
に
は
九
つ
の
境
内
社
が

あ
り
、
明
治
九
年
三
月
新
建
の

祖
霊
社
も
あ
る
。
祭
神
は
事
代

主
命
、
宇
賀
御
魂
命
。
例
祭
は

陽
暦
五
月
八
日
で
あ
る
。

　
（
注
　
現
在
は
五
月
五
日
）

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
社
会

福
祉
委
員
会
の
子
育
て
支
援
事

業
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

は
、
12
月
20
日
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ツ
リ
ー

が
装
飾
さ
れ
た
会
場
に
、
６
組

の
親
子
が
集
い
、
サ
ン
タ
さ
ん

か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
り
、
お
友
達
同
士
お

も
ち
ゃ
を
譲
り
合
っ
た
り
、
お

母
さ
ん
同
士
で
お
話
を
し
た
り
、

思
い
思
い
に
楽
し
い
時
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
実
施

　
*
*
*
*
*
*
*
*

「
東
連
津
川
風
土
記
」
よ
り
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自
ら
が
小
学
生
時
代
に
担
任

だ
っ
た
先
生
の
姿
に
あ
こ
が
れ

て
、
卒
業
作
文
に
「
将
来
は
学

校
の
先
生
に
な
り
た
い
」
と
書

き
、
そ
の
夢
が
か
な
っ
て
現
在

日
高
小
学
校
の
校
長
先
生
を
務

め
ら
れ
て
い
る
井
坂
敏
子
先
生

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
先
生
は
、
県
西
の
境
町
の
小

学
校
を
ふ
り
出
し
に
、
主
に
ひ

た
ち
な
か
市
の
小
・
中
学
校
を

歴
任
し
、
昨
年
４
月
か
ら
の
日

高
小
学
校
が
初
め
て
の
日
立
市

勤
務
だ
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
絶
え
ず
語
り

か
け
て
い
る
こ
と
を
尋
ね
る
と
、

「
あ
い
さ
つ
・
ち
ょ
う
せ
ん
・

お
も
い
や
り
」
と
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
日
常
化
す

れ
ば
、
誰
も
が
明
る
く
元
気
に

な
り
、
優
し
い
心
が
育
ま
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
変
化
の
激
し
い

時
代
に
生
き
る
力
の
基
と
な
る

と
考
え
、
繰
り
返
し
お
話
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
次
に
「
学
校
支
援
に
対
す
る

地
域
の
協
力
の
大
き
さ
に
感
謝

そ
の
も
の
で
す
」
と
、
何
度
も

口
に
さ
れ
ま
し
た
。
町
探
検
、

日
高
っ
子
体
験
村
、
お
ん
も
さ

祭
り
…
…
。
こ
れ
ら
が
子
ど
も

た
ち
の
郷
土
愛
の
礎
と
な
り
、

正
に
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」
で
、
校
長
先
生
の

経
営
の
重
点
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
と
め
に
「
創
立
150
年
の
歩

み
を
持
つ
歴
史
あ
る
本
校
で
、

子
ど
も
た
ち
と
の
笑
顔
あ
る
ふ

れ
あ
い
や
近
代
的
な
新
校
舎
に

励
ま
さ
れ
て
、
充
実
し
た
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
、
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
豊
田
賢
一
）

日高小学校長

井坂 敏子さん

（56歳）

～
あ
い
さ
つ
、ち
ょ
う
せ
ん
、お
も
い
や
り

そ
し
て
郷
土
愛
を
～

過
ぎ
行
く
時
を
大
切
に

被害状況を確認中

うまく出来るかな

　
私
は
、
旅
行
で
山
や
海
と
か

温
泉
に
行
く
よ
り
も
地
方
都
市

を
散
策
す
る
の
を
好
む
。
寺
社

に
参
拝
し
て
、
市
電
に
乗
り
、

坂
道
を
歩
き
、
夜
は
居
酒
屋
で

食
事
を
す
る
。
さ
な
が
ら
ブ
ラ

タ
モ
リ
と
酒
場
放
浪
記
を
足
し

た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
そ
ん

な
自
分
が
日
高
の
町
を
見
る
と
、

小
木
津
駅
か
ら
の
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
を
中
心
に
、
す
ぐ
に
住

宅
地
が
あ
り
、
４
車
線
道
路
も

な
く
生
活
し
や
す
さ
を
感
じ
る
。

　
散
歩
し
て
い
る
と
プ
ロ
テ

リ
ア
ル
日
高
体
育
館
か
ら
見

下
ろ
す
景
色
が
ま
た
良
い
。

夕
日
に
山
が
照
ら
さ
れ
、
冬

の
海
は
透
明
感
が
あ
っ
て
美

し
い
、
そ
し
て
意
外
に
住
宅

が
多
い
。
同
じ
よ
う
に
眺
め

て
い
る
人
を
時
々
見
か
け
る
。

好
物
の
お
饅
頭
屋
が
あ
り
、

東
京
に
は
常
磐
線
で
一
本
、

北
に
南
に
は
す
ぐ
の
日
立
北

IC
か
ら
、
車
で
数
分
で
ゴ
ル

フ
場
、
そ
し
て
有
名
な
酒
蔵

も
あ
る
。
こ
こ
で
生
ま
れ
て

大
学
進
学
か
ら
12
年
ほ
ど
離

れ
て
い
た
が
、
ま
さ
に
私
に

と
っ
て
「
住
め
ば
都
」
と
い

え
る
。

住めば都
コ
ロ
ナ
禍
も
収
束
し
、
年
末
年

始
に
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
玄
関

の
門
松
作
り
、
わ
ら
細
工
教
室

（
正
月
飾
り
）
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
連
れ
た
ご
家
族
な
ど
多

く
の
方
で
賑
わ
っ
た
鳥
追
い
祭

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
高
市
民
自
治
会
の
大
切
な

事
業
、
ま
た
地
域
の
文
化
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
魅
力
あ
る
催
し

を
し
っ
か
り
次
世
代
に
繋
ぐ
た

め
に
自
治
会
広
報
紙
か
ら
も
発

信
し
た
い
。
（
佐
藤
賢
一
）

安良宿東支部長
志賀　利行

新
し
い
年
に
願
い
を
込
め
て

　
　
わ
ら
細
工
教
室
が
大
賑
わ
い

東
連
津
川
の
大
雨

　
　
被
害
調
査
に
同
行

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
広
報

部
長
の
木
田
源
一
さ
ん
（
74
）

が
、
11
月
23
日
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　
木
田
さ
ん
は
、
平
成
５
年
か

ら
市
民
自
治
会
の
広
報
部
活
動

に
参
加
し
、
同
13
年
か
ら
広
報

部
長
を
務
め
る
な
ど
、
市
民
自

治
会
幹
部
と
し
て
多
く
の
事
業

で
活
躍
し
、
現
在
に
至
り
ま
し

た
。
そ
の
傍
ら
東
本
宿
支
部
長

と
し
て
も
活
動
し
ま
し
た
。

　
木
田
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る

ご
功
績
に
感
謝
す
る
と
と
も
に

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

広
報
部
長
木
田
さ
ん
　
ご
逝
去

　
　
広
報
「
日
高
」の
発
行
に
尽
力

県
小
中
学
校
芸
術
祭
で

日
高
小
・
日
高
中
生
が
入
賞

　
令
和
５
年
度
の
茨
城
県
小
中

学
校
芸
術
祭
に
お
い
て
日
高
小

学
校
、
中
学
校
の
生
徒
が
次
の

と
お
り
入
選
し
、
11
月
に
水
戸

市
の
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ

会
館
で
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

日
高
小
学
校

　
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

　
　
６
年
　
黒
澤
一
花

　
書
写
の
部

　
　
１
年
　
鈴
木
　
優

日
高
中
学
校

　
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

　
　
３
年
　
松
本
　
妃

　
書
写
の
部

　
　
２
年
　
片
根
　
迪
夏

　
12
月
3
日
に
ジ
オ
ネ
ッ
ト
日

立
に
よ
る
東
連
津
川
大
雨
被
害

調
査
が
実
施
さ
れ
、
日
高
学
区

市
民
自
治
会
か
ら
は
3
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
茨
城
大
学
名
誉

教
授
の
田
切
氏
の
先
導
で
、
被

害
を
確
認
し
つ
つ
不
動
滝
ま
で

を
往
復
し
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
土
砂
に
流
さ
れ
て
川
幅
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
所
が
随
所

に
見
ら
れ
、
不
動
明
王
の
像
も

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
、
子
ど
も
の
頃
に

遊
ん
で
い
た
場
所
の
様
子
が
一

変
し
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
た
人
も
い
ま
し
た
。

　
寒
さ
の
増
し
た

年
末
12
月
24
日
に

日
高
交
流
セ
ン
タ

ー
で
毎
年
恒
例
の

わ
ら
細
工
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
の
小
野
俊

郎
さ
ん
か
ら
提
供

さ
れ
、
前
日
に
有

志
の
手
で
わ
ら
す

ぐ
り
し
た
わ
ら
が

用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
31
名
が

参
加
し
て
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
た

め
の
し
め
飾
り
作

り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
木
田
勝
壽
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ゆ
ず
り
葉
や
大
武
光
子
さ

ん
の
橙
と
事
務
局
用
意
の
装
飾

セ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
早
速
作

り
始
め
ま
し
た
。

　
指
導
は
例
年
通
り
自
治
会
の

志
賀
会
長
と
根
本
と
よ
さ
ん
で

す
。
会
場
に
は
終
始
和
や
か
な

空
気
が
流
れ
て
お
り
、
常
連
と

初
心
者
が
共
に
一
生
懸
命
に
作

品
を
作
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
「
形
が
上
手
に

で
き
な
く
て
も
楽
し
く
つ
く
れ

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
皆
で
集
合
写
真
を
撮

っ
て
、
教
室
は
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

立派なしめ飾りを手に


